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平 成 ３ ０ 年 ６ 月 ２ １ 日
幼児教育の実践の質向上に関する検討会（第２回）

＜資料１＞

研修ガイドブック作成の経緯
これからの時代の幼稚園教員等に求められる資質・能力に照らして、
これまでのキャリアステージに応じた法定研修を見直し、研修の在り方
を提言してきた。
第１集
『幼稚園・保育教諭のための研修ガイドー質の高い教育・保育の実現の
ためにー』（平成２６年度）

第２集
『幼稚園教諭・保育教諭研修ガイドⅡ－養成から現職への学びの連続性
を踏まえた新規採用教員研修－』 （平成２７年度）

第３集
『幼稚園教諭・保育教諭のための研修ガイドⅢ―実践の中核を担うミド
ルリーダーの育成を目指して―』 （平成２８年度）

第４集
『幼稚園教諭・保育教諭のための研修ガイドⅣ―園経営の一翼を担うミ
ドルリーダーの育成を目指して―』 （平成２９年度）

第5集（予定）
『幼稚園教諭・保育教諭のための研修ガイドⅤ―園長研修―』
（平成30年度）
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研究のスタート

幼児教育を取り巻く環境
の変化による課題
・問題の多様化・複雑化
・課題の高度化に伴い、専門家と
しての対応が求められる
・養成校の学生や若い教員の体験
不足｡課題に対応できない
・広い視野から幼児教育をみる目
が求められている 等

幼稚園教員に求められる専門性
・幼児を内面から理解し、総合的に指導する力
・具体的に保育を構想する力、実践力
・得意分野の育成
・教師集団の一員としての協働性
・特別な配慮を要する幼児に対応する力
・小学校や保育所との連携を推進する力
・保護者及び地域社会との連携を構築する力
・園長などの管理職が発揮するリーダーシップ
・人権に対する配慮 等

文部省調査研究協力者会議報告書「幼稚園教員の資質向上についてー自ら学
ぶ幼稚園教員のためにー」（平成14年）の課題の整理

★いつの時代にも求められる資質能力 ★今後特に求められる資質能力
〇教員としての仕事に熱い情熱
〇教育・保育の専門家としての確かな力量
〇総合的な人間力

〇 養成から新採、新採から中堅、中堅から管理職に 研修を通してキャリアアップ
〇 「新たな研修モデル」作成の必要性 3

幼稚園教諭・保育教諭に求められる資質能力の方向性

特に、幼稚園や認定こども園では
〇 園を取り巻く環境の変化の中で、園は多様な期待や課題を抱えている。
子供一人一人の実態に即した指導や学級運営をすることが難しい教員もいる。

〇 園全体の問題解決力を高め、その問題解決過程を共有することを通して、教員
一人一人の資質向上を図っていくことが必要。
〇 キャリアステージに応じた研修に加えて、園内研修を通して自ら学ぶ姿勢や必
要な知識・理解、問題解決力を身に付けることが必要となる。

⇒園内研修の効果的運営により、園の教育力を向上させるとともに、教員一人一
人の資質能力向上を図る。

これからの教員に求められる資質能力
（中教審答申「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について～学び合い、高め合う教員育成コ
ミュニティの構築に向けて～」より）(平成27年12月)
これからの時代の教員には、これまで教員として不易とされてきた資質・能力に加
えて、自ら学ぶ姿勢を持ち、時代の変化や自らのキャリアステージに応じて求められ
る資質・能力を生涯にわたって高めていくことのできる力や、情報を適切に収集選択
し活用する能力、知識を有機的に結びつけ構造化する力が求められる。また、アク
ティブ・ラーニングの視点からの指導改善、特別な支援を必要とする子供への対応
や保護者支援等の新たな課題に対応できる力量も高めることが必要。
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教員の実態の把握と研修のテーマ

中堅 ミドル前期
（負担・迷い・気づきなど）

・後輩の質問や要望に応えら
れていないと感じる。

・保育の改善に行き詰まりを
感じることがある。

・他の学級との連携が必要な
時、うまく調整できていな
いと思う。

・子どもの成長を感じられた
時、やりがいを感じる。

初任
（不安・悩み・葛藤など）

・自分は一生懸命頑張っているが、
他の職員に迷惑をかけていると
感じる。

・時間内に仕事ができない。
・学級で起こるいろいろな出来事
に、担任として対応できていな
い。

・一人一人を見ていないと思う。
・先輩の保育を見て、がんばって
やってみるがうまくできない。

・いつも「本当にこれでよいか」
と思っている。

インタビュー調査、質問紙調査を通して、初任、中堅のそれぞれの段階の教員
の実態を把握。研修を通して「危機」を乗り越えて専門的成長をしていく。

★研究のテーマ

「新採ギャップ」を乗り
越える

〇キャリア・ステージに応じた研修 〇キャリア・アップを図る研修

中堅 ミドル後期
（負担・迷い・気づきなど）

・実践の方向性に対する根拠を
うまく説明できない

・いつの間にか自分は成長して
いることに気付く

・仕事の量が増えていることに
負担を感じる

・保護者への支援がうまくでき
た時にこの仕事のやりがいを
感じる

★研修テーマ

実践の中核となる
★研修テーマ

園運営の一翼を担う
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園の組織力向上とミドルリーダー育成の必要性

中教審答申では、特に、若手教員を育成するメンターとして、また校
内研修の充実を図る方策として、ミドルリーダーとなるべき人材を育
成すべき研修の必要性を提言。
◆国は、教員免許更新制の意義や位置付けを踏まえつつ、１０年経験
者研修を１０年が経過した時点で受講すべき研修から、学校内でミ
ドルリーダーとなるべき人材を育成すべき研修に転換し、それぞれ
の地域の実情に応じ任命権者が定める年数に達した後に受講できる
よう実施時期を弾力化する。

幼稚園や認定こども園では
・職場の職員構成や園長のミドルリーダーに対する役割期待等の外的
要因が、中堅の教諭に園内研修での役割の変化をもたらし、専門職
に対する意識の変化をもたらす。それに合わせて、ミドルリーダー
としての資質を磨く研修は不可欠。

・ミドルリーダー研修を企画する際に、教員としての経験年数や役職
等を踏まえ、実態に応じた研修を企画する必要。

⇒ 「ミドル前期」と「ミドル後期」の研修の企画 6



ミドルリーダー後期 研修モデル

研修の目的
・日々の実践の専門性を高めるとともに、教育活動についての理解を
深め、実践の中核を担う資質向上。
・園内研修の企画・運営及び保護者や他の専門機関との連携について
学び、園運営の一翼を担う自覚と専門性を高める。

⇒実践の中核を担いつつ、園組織や園運営に参画できるミドルリー
ダー後期の育成

研修の内容
・自園の特色や課題に基づく研修を通して視野を広げ、受講者自身の
実践的指導力を高めるとともに、園のカリキュラム・マネジメントに
資する力を身に付ける。

・園内研修の企画・運営を全園的な視野で行い、園運営に参画する意
識を高める。

＜幼稚園教諭・保育教諭のための研修ガイドⅣ＞
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ミドルリーダー（前期・後期）育成の視点
視点項目 ミドル（前期） ミドル（後期）

資
質
・
実
践
力

実践力
（幼児理解・特別支援
教育・人権教育・食
育・教材・指導計画
等）

これまでの日々の実践で身
に付けた技能や実践力を高
める。

日々の実践が、他の教員のモデル
となるよう総合的な実践力を高め
る。

保護者支援
小学校との連携
地域の専門機関との連
携

保護者の相談を受容的に受
け止め適切な助言を行う。

保護者の相談を受容的に受け止め
適切な助言を行うとともに、保護
者同士の関係構築を行うことがで
きる。さらに、小学校との連携や、
地域の他の専門機関との連携を行
う。

リ
ー
ダ
ー
性

園内研修
園内研修の場等で、ファシ
リテーターの役割を果たす。

研修の企画立案を行うとともに、
園内研修等の場でファシリテー
ターの役割を果たす。

同僚性・協働性
若い教員からの相談に応じ
教員同士の話合いの中心的
な役割を果たす。

教員同士の話合いの中で、全園的
な視野から適切な助言ができる。

ミドルマネジメント
教育目標達成に向けて、意
見を園長等に具申する。

園長と教員とのコミュニケーショ
ン・ギャップを解消し、園の教育
目標達成のための調整役を果たす。

＜幼稚園教諭・保育教諭のための研修ガイドⅣ＞
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・子供に関わる
仕事につきたい
と思う（夢を持
つ）

・周りに支えら
れて指導者にな
ることができる。

・計画通りでなく
ても子供の活
動に沿って、教
員らしい関わり
方ができるよう
になる。どうに
か自分の保育
ができる。
・園の職員とし
ての意識を持
つ。

・教材研究や指
導が洗練され
てくる。
・学年のまとめ
役として、若い
教諭と一緒に
実践を進める
ことができる。
・園内研修に、
積極的に参加
し、職員間の
つながりをつ
くっている。

・個別の問題に
対応し安定し
た学級経営が
できる。
・特別な配慮を
必要とする子
供の受入れが
スムーズであ
る。
・若い教諭から
頼りにされるよ
うになる。
・園行事等を中
心になって進
めている。

・複雑な問題の対
応ができる。
・園組織や園運営
が責任を持って
行うようになる。
・職員や保護者か
ら信頼されるよ
うになる。
・園が、地域の幼
児教育のセン
ター的役割を果
たしていく上で
中心的な存在と
となる。

子供が好き子供が好き
保育は面白い保育は面白い

専門家としてのプライド専門家としてのプライド

リーダーとしての責任リーダーとしての責任

幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

幼稚園教諭・保育教諭の専門的な成長（中堅教諭を中心に）

養成

幼児教育の基
本を理解する

初任者

教諭として自立
に向かう

ミドル

前期 後期

実践の中核を担
う

園運営の一翼を
担う

ベテラン・リーダー

園の経営マネジメ
ントを担う
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これからの研究の課題

１．幼稚園教員等として、求められる資質能力を明らかにする。
・いつの時代にも求められる資質能力
・時代の変化の中で、今後、特に求められる資質能力

２．幼稚園教員が学ぶことが望まれる研修分野について検討する。
（例）
①学校教育の課題と幼児教育
② 実践的指導力（幼児理解、総合的な指導、教材の研究、環境の構成、評価、学級経営等）
③ 特別支援教育
④ 食育・アレルギー
⑤ 保健衛生・安全対策
⑥ 保護者との連携、子育ての支援
⑦ 小学校との接続
⑧ マネジメント
⑨ 制度や政策の動向

３． １，２をもとに、幼稚園教員等の専門的成長に沿って、研修内容，方
法（園内研修の方法等），研修例を明らかにして、「幼稚園教員等の
研修の体系化」を図る。
それは、研修企画立案、実施する教育委員会や団体等の担当者の「研
修の手引書」として役立ててもらえるようにしたい。
また、教員自身が、自らの専門性を振り返る際の指標として活用し、自
らの研修課題を自覚することもつなげていけるようにもしていきたい。 10


